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更なる賑わいの創出へ！
～やすらぎ堤がもっと利用しやすくなります～

【お問い合わせ先】
国土交通省北陸地方整備局信濃川下流河川事務所

副所長（技術） 内藤 和久 電話(025)266-7131
関屋出張所長 波多野 政博 電話(025)267-6857

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/

同時配布先
県政記者クラブ
新県政記者クラブ
新潟市政記者クラブ
新市政記者クラブ
三条市記者室

記 者 発 表 資 料

信濃川やすらぎ堤をもっと利用しやすくするために去年に引き
続き高水敷整備を行います。 そのため12月上旬～2月中旬まで

信濃川やすらぎ堤において、立入禁止規制を行います。

信濃川やすらぎ堤において、国と新潟市が連携しながら、民間事業者による商業施
設やミズベリングの取組等と一体となった魅力的なまちづくりを推進しています。
国（河川管理者）は、やすらぎ堤の高水敷に芝生保護材を整備する等、利便性を向

上させます。
高水敷の芝生保護材は、災害等の緊急時に建設機械等の緊急輸送路として活用する

予定です。

高水敷整備

整備イメージ（萬代橋上流左岸）



施工済

未施工

【工事内容】
○工事名：新光町やすらぎ堤その６工事
○受注者：株式会社 小野組
○工 期：平成３１年２月２４日まで
○工事概要：左岸部 芝生保護 １，５３０ｍ2

信濃川やすらぎ堤かわまちづくり（信濃川下流）工事概要

○新潟市のシンボル「萬代橋」に隣接した信濃川やすらぎ堤において、国と市が連携しながら、民間事
業者による商業施設やミズベリングの取組等と一体となって、水辺に更なる賑わいを創出することで、
川とまちが一体となった魅力的なまちづくりを推進しています。

○国（河川管理者）は、やすらぎ堤の高水敷に芝生保護材を整備する等、利便性を向上させ、更なる賑
わい創出を支援します。

○高水敷の芝生保護材は、災害等の緊急時に建設機械等の緊急輸送路として活用する予定です。

完成後のイメージ

２０１８年の出店状況

芝生保護材
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工事車両通行経路

信濃川やすらぎ堤かわまちづくり（信濃川下流）工程等
【作業工程表】

平面図（左岸部）

【規制区間】

歩行者通路

立入禁止区域は工事関係者以外立入禁止です。

←信濃川

凡 例

立入禁止区域

歩行者通路

工事期間中におきましては、利用者の皆様に対し、ご不便を
お掛けしますが、安全に留意し作業を実施していきますので､
皆様の御理解、御協力をよろしくお願いします。


